
戦略体系図の参考となるアンケート調査結果 

 
子育て世帯（未就学児の保護者）アンケート 

 

問８ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。

また、相談できる場所はありますか。（１つだけ○） 

「いる／ある」の割合が 93.7％、「いない／な

い」の割合が 5.5％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな変化はみられま

せん。 

 

 

 

 

 

問 19－２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思わ

れましたか。（１つだけ○。また、利用したい日数も□内にご記入ください。） 

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前に

かかりつけ医の受診が必要となります。 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」の割合が37.5％、「利用したいとは思わない」

の割合が 57.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「できれば病児・病後

児保育施設等を利用したい」の割合が増加してい

ます。一方、「利用したいとは思わない」の割合が

減少しています。 

 

 

 

  

％

いる／ある

いない／ない

無回答

93.7

5.5

0.8

95.9

3.5

0.6

0 20 40 60 80 100

本調査

（回答者数 = 365）

前回調査

（回答者数 = 857）

％

できれば病児・病後児保育
施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

37.5

57.2

5.3

29.5

64.8

5.7

0 20 40 60 80 100

本調査

（回答者数 = 208）

前回調査

（回答者数 = 369）

資料５－４ 



問 26 お子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後

児童クラブの利用希望はありますか。（１つだけ○。また、利用したい時間帯を□内

にご記入ください。） 

なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」の

割合が 45.3％と最も高く、次いで「高学年（４～

６年生）になっても利用したい」の割合が22.6％、

「利用する必要はない」の割合が13.2％となって

います。 

前回調査と比較すると、「低学年（１～３年生）

の間は利用したい」の割合が増加しています。一

方、「高学年（４～６年生）になっても利用した

い」「利用する必要はない」の割合が減少してい

ます。 

 

問 32 もとうとお考えの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ない方に伺いま

す。もとうとお考えの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ないのはどうし

てですか。（いくつでも○） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」の

割合が80.4％と最も高く、次いで「育児の心理的、

肉体的負担に耐えられないから」の割合が38.4％、

「高年齢で産むのはいやだから」の割合が29.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

低学年（１～３年生）の間
は利用したい

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

利用する必要はない

無回答

45.3

22.6

13.2

18.9

36.1

27.8

23.1

13.0

0 20 40 60 80 100

本調査

（回答者数 = 53）

前回調査

（回答者数 = 108）

回答者数 = 138 ％

子育てや教育にお金がかか
りすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）
に差し支えるから

高年齢で産むのはいやだか
ら

健康上の理由から

不妊・不育のため（※不
妊・不育の支援を検討する
ための設問です。）

育児の心理的、肉体的負担
に耐えられないから

周囲の家事・育児への協力
が得られないから

パートナーが望まないから

子どもがのびのび育つ環境
ではないから

自分や夫婦の生活を大切に
したいから

その他

無回答

80.4

11.6

25.4

29.7

13.0

18.8

38.4

13.0

6.5

6.5

8.7

9.4

0.0

0 20 40 60 80 100



子育て世帯（小学生の保護者）アンケート 

 

問 13 お子さんについて、放課後児童クラブを利用したいと思いますか。 

（次の（１）～（４）の項目別に、①小学校低学年、②小学校高学年のそれぞれに

ついて１つだけ○。また、「１」に○をつけた場合は利用したい時間帯も□内にご記

入ください。） 

（４）長期休業中（夏休み・冬休み等） 

①小学校低学年（１～３年生） 

「利用したい」の割合が 38.7％、「利用する必

要はない」の割合が 23.6％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな変化はみられま

せん。 

 

 

 

 

 

②小学校高学年（４～６年生） 

「利用したい」の割合が 33.3％、「利用する必

要はない」の割合が 52.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「利用する必要はない」

の割合が増加しています。一方、「利用したい」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

利用したい

利用する必要はない

無回答

38.7

23.6

37.7

41.0

23.0

36.0

0 20 40 60 80 100

本調査

（回答者数 = 403）

前回調査

（回答者数 = 875）

％

利用したい

利用する必要はない

無回答

33.3

52.1

14.6

38.9

46.5

14.6

0 20 40 60 80 100

本調査

（回答者数 = 403）

前回調査

（回答者数 = 875）



問 18 もともとお考えの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ない方に伺いま

す。もともとお考えの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ないのはどうし

てですか。（いくつでも○） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」の

割合が 75.2％と最も高く、次いで「高年齢で産む

のはいやだから」の割合が 38.8％、「自分の仕事

（勤めや家業）に差し支えるから」の割合が

32.6％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 129 ％

子育てや教育にお金がかか
りすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）
に差し支えるから

高年齢で産むのはいやだか
ら

健康上の理由から

不妊・不育のため

育児の心理的、肉体的負担
に耐えられないから

周囲の家事・育児への協力
が得られないから

パートナーが望まないから

子どもがのびのび育つ環境
ではないから

自分や夫婦の生活を大切に
したいから

その他

無回答

75.2

13.2

32.6

38.8

14.0

12.4

20.9

13.2

10.1

6.2

4.7

12.4

0.8

0 20 40 60 80 100



小中学生アンケート 

 

問 11 困ったとき、つらいとき、あなたはだれに相談しますか。あてはまるものを３つ

まで選択してください。 

「お母さん」の割合が 64.1％と最も高く、次い

で「友だち」の割合が 56.2％、「お父さん」の割

合が 30.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 20 地域で、あなたの考えや思っていることを話せる人はいますか。 

「いない」の割合が 50.9％と最も高く、次いで

「いる」の割合が 40.7％となっています。 

 
 
 
 
  

回答者数 = 2,232 ％

お父さん

お母さん

きょうだい

おじいさんやおばあさん

友だち

学校の先生

保健室の先生、スクールカ
ウンセラー

塾や習いごとの先生

放課後児童クラブの先生

部活動やクラブ活動などの
先生・コーチ

インターネットや携帯電話
で知り合った人

近所の人

その他

相談できる人がいない

だれにも相談したくない

なやみがない

無回答

30.6

64.1

16.0

7.5

56.2

16.1

1.8

1.8

0.1

1.7

2.7

0.3

1.5

2.0

7.0

6.8

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,232 ％

いる

いない

いえない

無回答

40.7

50.9

7.2

1.2

0 20 40 60 80 100



問 22 豊岡市では、豊岡のまちを良くするために、市民のみなさんが利用する施設やサ

ービスについて、意見を反映させる取り組みを行っています。あなたは、豊岡市に

対して、自分の意見や思いを伝えたいと思いますか。 

「あまりそう思わない」の割合が28.7％と最も

高く、次いで「わからない」の割合が 21.8％、「ど

ちらかといえばそう思う」の割合が19.0％となっ

ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
問 22 で、１と２を選択した人にお聞きします。 

問 23 豊岡市に対して、どんなことを伝えたいですか。次の中から、あてはまるものを

３つまで選択してください。 

「公園や図書館などを使うためのルールに関

することや使いやすく作りかえること、新しく建

てることなど」の割合が 35.9％と最も高く、次い

で「自分の住む地域で起きている問題に関するこ

と」の割合が 28.6％、「社会問題（公園のごみが

片付けられないや学校のいじめ）に関すること」

の割合が 25.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

回答者数 = 2,232 ％

思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

思わない

わからない

無回答

13.7

19.0

28.7

16.3

21.8

0.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 730 ％

自分の住む地域で起きてい
る問題に関すること

公園や図書館などを使うた
めのルールに関することや
使いやすく作りかえるこ
と、新しく建てることなど

家の周りの生活環境（住ん
でいる場所やまちの風景な
ど）に関すること

社会問題（公園のごみが片
付けられないや学校のいじ
め）に関すること

学校生活に関すること

家族に関すること

自分の将来や進路に関する
こと

その他

無回答

28.6

35.9

23.8

25.9

20.4

4.5

11.6

13.3

3.0

0 20 40 60 80 100



若者アンケート 

 

問７ 次にあげられたことについて、あなた自身にあてはまる数字に○をつけてくださ

い。（○は各項目に１つ） 

『Ｎ．自分の生活のことで人から干渉されたくない』で「はい」の割合が高くなっています。

一方、『Ｓ．自殺を考えたことがある』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 296

Ａ．自分に自信がある

Ｂ．いろいろなことに積極的に
　　挑戦することができる

Ｃ．自分のことが好き

Ｄ．自分の欠点や失敗を少しでも
　　悪く言われると、ひどく
　　動揺する

Ｅ．人といると、馬鹿にされたり
　　軽く扱われはしないかと
　　不安になる

Ｆ．大事なことを決めるときは、
　　親や教師の言うことに
　　従わないと不安だ

Ｇ．大事なことを自分ひとりで
　　決めてしまうのは不安だ

Ｈ．社会のために役に立つことを
　　したい

Ｉ．自分の目標はなんとしてでも
　　叶えたい

Ｊ．人とのつきあい方が不器用
　　なのではないかと悩む

9.5

15.2

18.9

25.7

19.9

8.4

27.0

30.4

20.6

27.4

31.1

34.1

32.8

35.1

28.0

29.4

41.6

54.1

48.6

29.7

32.4

35.8

32.1

25.3

24.7

32.4

15.9

10.5

23.0

23.3

25.7

13.9

14.9

12.8

25.7

28.4

14.5

4.1

6.4

18.6

1.4

1.0

1.4

1.0

1.7

1.4

1.0

1.0

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

無回答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前ページのグラフ 続き）   

 

 

問 10 あなたは、次のような場で、自分から意見を言ったことがありますか。 

（○はいくつでも） 

「学校での話し合いの場」の割合が58.4％と最

も高く、次いで「職場の会議などの場」の割合が

43.9％、「クラブ・部活動以外の地域のスポーツ・

文化活動」の割合が 33.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 296

Ｋ．自分の感情を表に出すのが
　　苦手だ

Ｌ．周りの人ともめごとが
　　起こったとき、どうやって
　　解決したらいいかわからない

Ｍ．たとえ親であっても自分の
　　やりたいことに口出し
　　しないで欲しい

Ｎ．自分の生活のことで人から
　　干渉されたくない

Ｏ．家や自室に閉じこもっていて
　　外に出ない人たちの気持ちが
　　わかる

Ｐ．自分も、家や自室に
　　閉じこもりたいと思うことが
　　ある

Ｑ．嫌な出来事があると、
　　外に出たくなくなる

Ｒ．理由があるなら家や自室に
　　閉じこもるのは仕方がないと
　　思う

Ｓ．自殺を考えたことがある

22.0

12.8

29.4

44.9

26.4

24.0

23.0

34.8

13.9

33.1

29.4

40.2

35.1

34.5

30.1

28.0

46.6

17.9

26.0

38.2

21.3

14.2

24.7

24.3

25.3

10.1

13.2

17.2

18.2

8.1

4.7

13.2

20.6

22.6

7.1

54.1

1.7

1.4

1.0

1.0

1.4

1.0

1.0

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

無回答

回答者数 = 296 ％

学校での話し合いの場

クラブ・部活動以外の地域
のスポーツ・文化活動

職場の会議などの場

地域のお祭り

ボランティア活動

意見を言ったことがない

無回答

58.4

33.4

43.9

4.4

10.1

18.2

0.7

0 20 40 60 80 100



問 29 もとうとお考えの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ない方に伺いま

す。もとうとお考えの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ないのはどうし

てですか。（○はいくつでも） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」の

割合が68.2％と最も高く、次いで「育児の心理的、

肉体的負担に耐えられないから」の割合が34.1％、

「自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから」

の割合が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 44 ％

子育てや教育にお金がかか
りすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）
に差し支えるから

高年齢で産むのはいやだか
ら

健康上の理由から

不妊・不育のため（※不
妊・不育の支援を検討する
ための設問です。）

育児の心理的、肉体的負担
に耐えられないから

周囲の家事・育児への協力
が得られないから

パートナーが望まないから

子どもがのびのび育つ環境
ではないから

自分や夫婦の生活を大切に
したいから

その他

無回答

68.2

4.5

25.0

15.9

2.3

9.1

34.1

13.6

2.3

11.4

15.9

18.2

0.0

0 20 40 60 80 100



問 32 子ども・子育てにやさしい社会を作る上で、有効だと思う取組は何だと思います

か。（○はいくつでも） 

「子ども・子育てに関する社会の理解促進」の

割合が 62.2％と最も高く、次いで「公共・民間施

設での育児サービスの充実（おむつ替えスペース

等）」の割合が 49.0％、「行政による子育て支援の

情報発信」の割合が 42.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 296 ％

子ども・子育てに関する社
会の理解促進

公共・民間施設での育児
サービスの充実（おむつ替
えスペース等）

移動しやすい環境整備（公
共交通機関での優先スペー
ス等）

行政による子育て支援の情
報発信

子ども・子育てを応援する
地域や企業の取組紹介

地域での子育て支援の促進
（地域ボランティア等）

子育て中の父親・母親同士
が交流できるきっかけづく
り

その他

わからない

無回答

62.2

49.0

37.2

42.2

41.2

39.5

32.8

8.1

9.1

3.0

0 20 40 60 80 100



問 33 ふだんどのくらい外出しますか。（○は１つだけ） 

「仕事や学校で平日は毎日外出する」の割合が

78.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 42 現在の状態について、関係機関に相談するとすれば、どのような機関なら、相談

したいと思いますか。（○はいくつでも） 

「信頼できる人がいる」の割合が44.6％と最も

高く、次いで「親身に聴いてくれる」の割合が

42.9％、「無料で相談できる」の割合が 34.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 296 ％

仕事や学校で平日は毎日外
出する

仕事や学校で週に３～４日
外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときど
き外出する

ふだんは家にいるが、自分
の趣味に関する用事のとき
だけ外出する

ふだんは家にいるが、近所
のコンビニなどには出かけ
る

自室からは出るが、家から
は出ない

自室からほとんど出ない

無回答

78.0

6.4

2.4

2.7

4.1

2.0

1.0

0.0

3.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 296 ％

親身に聴いてくれる

信頼できる人がいる

すぐに対応してくれる

夜でも対応してくれる

自宅から近い

無料で相談できる

医学的な助言をくれる

自宅に専門家が来てくれる

同じ悩みを持つ人と出会え
る

あてはまるものはない

どのような機関にも相談し
たくない

無回答

42.9

44.6

26.4

12.2

7.1

34.1

12.5

3.0

15.5

7.8

14.2

4.7

0 20 40 60 80 100



問 45 あなたは、豊岡市が取り組む若者の政策にどんなことを望みますか。 

（○は３つまで） 

「経済的な困難を抱えている家庭を支援する」の割合が 27.4％と最も高く、次いで「放課後な

どに気軽に行ける安全な居場所を提供する」の割合が 22.6％、「地域活動や体験活動などの社会

参加を通じて、家庭・学校・地域がともに若者を育成するまちづくりをする」の割合が 18.6％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 296 ％

若者が参加できるイベン
トや意見を発表できる機
会をつくり、情報を提供
する

地域活動や体験活動など
の社会参加を通じて、家
庭・学校・地域がともに
若者を育成するまちづく
りをする

若者中心のイベントやボ
ランティアなどの自主的
な活動を支援する

子どもから大人まで、若
者の活動のリーダーとな
る人を養成する

経済的な困難を抱えてい
る家庭を支援する

いじめや虐待などの悩み
を相談できる窓口を充実
させ、支援する

放課後などに気軽に行け
る安全な居場所を提供す
る

多様な授業（国際交流
等）を取り入れるなど、
学校教育を充実させる

薬物やたばこなどの有害
なものから子どもたちを
守り、非行や犯罪防止に
つとめる

17.6

18.6

13.9

6.4

27.4

17.2

22.6

11.5

7.8

0 20 40 60 80 100
％

インターネットの適正な
利用について学ぶ機会を
充実させる

就職に向けた相談やサ
ポート体制を充実させる

性の悩み相談など、思春
期の子どもを支援する

結婚相談所や出会いの場
の提供など、若者が結婚
しやすい環境をつくる

ヤングケアラーの子ども
たちを支援する

ニートや引きこもりに関
する相談や支援を充実さ
せる

特にない

無回答

10.5

13.5

2.7

12.8

11.1

4.7

8.8

10.8
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